
「鹿浦小学校の阿三島唄踊り伝承活動の取組」 

 

１ 学校名 

伊仙町立鹿浦小学校 

 

２ 学年 ・人数 

１年生から６年生（計 27 人） 

 

３ 日時・場所 

⑴   練習の日時・場所 

６月～10 月 第１第３土曜日 東阿三生活館 

９月 14 日 鹿浦小学校校庭 

10 月 28・29・30 日 鹿浦小学校体育館 

⑵   発表の日時・場所 

徳之島民謡大会（令和５年８月 20 日） 

鹿浦小学校・鹿浦校区秋季大運動会（令和５年９月 16 日） 

ほーらい祭り（令和５年 11 月３日） 

 

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能について  

⑴   名称  

阿三島唄踊り（あさんしまうたおどり） 

⑵   由来  

昔鹿浦に住んでいた女性について歌った歌  

⑶   構成等 

１番から５番までの歌詞を４回歌う。歌に合わせ，一つの輪を作って同じ  

動きを繰り返して踊る。次第に曲調を早くし，輪を小さくしながら踊る。 

 

５ 保存会や地域との連携の具体 

阿三島唄踊り保存会「われら阿三」の方々と連携して取り組んでいる。保存  

会会長が発表の場，練習日程を調整し児童，保護者への案内を作成・配布して  

参加者を募っている。 

 

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

校区と合同で行っている秋季大運動会でも総踊りを行った。運動会練習の中

にも総踊りの練習日を設定し，講師として保存会の方々に指導していただいた。 

当日は，児童，保護者，地域の方で一つの大きな輪を作って踊ることにより，

伝統の継承ができるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 



７ 取組の様子（練習状況，発表の場等） 

 

【生活館での練習の様子】          【民謡大会での発表を終えて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運動会での総踊り】              【ほーらい祭での発表】 

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教職員等の感想・意見 

【教職員】 

地域の方との合同での練習や発表の経験を通して，児童にとっては地域

に伝わる伝統だけでなく，地域の方々を知るきっかけにもなり，有意義で

あった。地域の方々との関わりがさらに深まり，総合的な学習の時間での

インタビューなど関係性を深めることができたことも大変良かったと思

う。まだまだ参加者が少ない状況であるので，良さを伝え参加者が増える

ように啓発していきたい。 

 

 


